
　自分たちの住む地域が、快適・安心な住みよいまちであってほしい。
　誰もが願うそんな思いを実現するために、地域の中心となって活動し
ているのが自治会です。
　あなたも、地域に身近な自治会について、ちょっと考えて見ません
か。

【問い合わせ】自治振興課 ☎８２９-１１３４

　　　　豊かでいきいきと暮らせる
　　　　　　　　まちづくりは自治会から

あなたの暮らしは

地域の人たちに

支えられています
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地域で支え合い
高齢者ふれあいサロンの開催や、高齢
者などに対する声かけや見守り、子ど
も会のお世話などを行っています。

まちをきれいに
ごみステーションの管理や資源回収、
身近な公園や川などの清掃、緑化など
を行っています。

自治会ってどんなことをしているの？
　人は、地域の中でお互いに支えあうことで、暮らしをより楽しく豊かにすることができます。
　自治会は、地域に住んでいる人と人とをつなぎ、「自分たちのまちを自分たちでよくする」ために
さまざまな活動を行っています。

仲良く交流
お祭りやレクリエーション
と い っ た 行 事 な ど を 通 じ
て、住民の皆さんの顔が見
える関係を作り、地域生活
に潤いをもたらします。 安全・安心なまちに

防犯パトロールや防犯灯の維持管理、
防災訓練や地域防災マップづくりなど
を行っています。
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役
員
を
複
数
人
体
制
に
し
て
１
〜
２

年
で
引
き
継
ぎ
し
な
が
ら
交
代
で
持
ち

回
り
し
て
い
る
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。

一
人
で
役
員
を
し
続
け
る
の
は
難
し
い

け
れ
ど
、
作
業
を
分
担
す
れ
ば
で
き
る

と
い
う
か
た
が
多
い
た
め
で
す
。

　

他
に
も
、
役
員
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
少
し
で
も
役
員
の
負
担
を

軽
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
自
治
会
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

　

自
治
会
ご
と
に
環
境
が
違
い
ま
す
の

で
、
よ
り
良
い
方
法
を
地
域
の
み
な
さ

ん
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「自治会に入りたくない」「自治会から退会したい」
･･･ ちょっとその前に考えてみませんか

近年、価値観や生活スタイルの多様化などにより、自治会に加入している人の割合は年々低下
しています。このような中、自治会について次の①～③のように考えているかたも多いのでは
ないでしょうか。そんな自治会に関する不安や疑問の声にお答えします! !

①
仕
事
や
家
事
が
忙
し
く
、
役
員
に
な
る
の
が
負
担

②
１
人
暮
ら
し
で
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い

③
年
を
取
り
体
が
動
か
な
く
な
っ
た
の
で
迷
惑
を
か
け
る

　

あ
な
た
が
普
段
使
う
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
や
夜
道
で
役
立
つ
街
路

灯
の
整
備
の
要
望
な
ど
、自
治
会
は
、安

全
で
快
適
な
地
域
を
作
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
は
気
付
か
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
は
地
域
の
中
で
支
え

合
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

地
域
で
生
活
す
る
一
人
と
し
て
、
例

え
ば
、休
日
の
行
事
な
ど
、で
き
る
こ
と

か
ら
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。自
治
会
活
動
の
経
験
は
、こ
れ
か

ら
も
地
域
で
お
住
ま
い
に
な
る
上
で
、

き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
。助
け
ら

れ
る
こ
と
に
遠
慮
は
要
ら
な
い
ん
で
す

よ
。」
と
話
す
自
治
会
長
さ
ん
も
い
ま

す
。自
治
会
で
は
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
、
地
域
で
の
支

え
合
い
や
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
必
要

と
な
り
ま
す
。あ
な
た
が
で
き
る
範
囲

で
自
治
会
へ
の
参
加
を
続
け
て
い
く
と

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
直
接
活
動
に
参
加
で
き
な

く
て
も
、
知
恵
や
知
識
を
伝
え
る
こ
と

で
地
域
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
こ
と
も

で
き
ま
す
よ
。

「
人
ご
と
」
で
は
な
く

「
自
分
ご
と
」
と
し
て

　
家
庭
や
学
校
、仕
事
な
ど
と
比
べ
る
と
つ
な
が

り
が
見
え
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、地
域
で

は
、誰
も
が
お
互
い
に
関
わ
り
合
っ
て
支
え
あ
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。自
治
会
を
通
じ
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
少
し
ず
つ
集

め
る
こ
と
は
、き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
私
も
ま
ち
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
」と
い
う
当

事
者
意
識
の
高
い
人
が
多
い
ま
ち
は
、
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。ま
ち
に
住
む
一
人
と
し
て「
自

分
ご
と
」と
考
え
て
、自
分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り

住
み
よ
く
す
る
た
め
に
、で
き
る
範
囲
で
自
治
会

に
参
加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
自
治
会
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
か

た
は
、
自
治
振
興
課
に
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。自

治
振
興
課　
☎
８
２
９・
１
１
３
４
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住みよいまちを築くために長年自治会活動を続けてこられた自治会長の皆さんに、「ながさき自治振興推進大
会」〔市民会館にて 11月 7日 ( 土 ) 午後 1時 30分開催〕で感謝状を贈呈します。今回対象となるのは、永年
在職自治会長（35年～ 5年・計 124人）の皆さんです。※敬称略。退任されたかたも含まれています。

■
35
年
在
職
（
３
人
）　
田
﨑 

六
郎
（
天
神
町
自
治

会
）、
濱
﨑 

孝
教
（
香
焼
地
区
連
合
自
治
会
）、
松

尾 

忠
幸
（
川
平
町
平
和
自
治
会
）

■
30
年
在
職
（
２
人
）　
川
内 

利
正
（
西
山
台
団
地

自
治
会
）、
津
村 

国
弘
（
深
浦
自
治
会
）

■
25
年
在
職
（
３
人
）　
下
条 

文
摩
左
（
文
教
町
自

治
会
）、
田
浦 

稔
（
西
山
１
丁
目
自
治
会
）、
野
口 

三
孝
（
平
戸
小
屋
町
自
治
会
）

■
20
年
在
職
（
４
人
）　
大
川 

和
（
高
丘
２
丁
目
自

治
会
）、
佐
々
木 

和
人
（
矢
上
団
地
自
治
会
）、
林

田 

廣
盛
（
小
ヶ
倉
町
３
丁
目
自
治
会
）、
山
口 

哲

治
（
本
石
灰
町
自
治
会
）

■
15
年
在
職
（
13
人
）　
岡
田 

明
長
（
三
川
団
地
自

治
会
）、
川
添 

弘
之
（
江
戸
町
自
治
会
）、
木
下 

昭

男
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
浜
自
治
会
）、
宍
戸 

直
嗣
（
若

竹
町
南
西
自
治
会
）、
嶋
山 
司
（
下
切
通
自
治
会
）、

末
長 

正
視
（
見
崎
自
治
会
）、
西
畑 
久
男
（
家
野
町

自
治
会
）、
林
田 

茂
（
東
山
手
町
東
部
自
治
会
）、
松

尾 

稔
（
朝
日
ヶ
峰
第
１
自
治
会
）、
松
下 
隆
（
立
山

２
丁
目
自
治
会
）、
山
下 

善
治
（
シ
ー
サ
イ
ド
畝
刈

自
治
会
）、山
村 

三
枝
（
片
淵
一
丁
目
西
部
自
治
会
）、

吉
村 

正
寿
（
清
水
町
自
治
会
）

■
10
年
在
職
（
37
人
）　
相
川 

巌
（
園
田
町
自
治

会
）、
浅
川 

長
（
式
見
町
下
浜
自
治
会
）、
石
井 

寿

雄
（
市
営
宿
町
ア
パ
ー
ト
自
治
会
）、
岩
永 

喜
久
雄

（
東
端
自
治
会
）、
浦
川 

勲
（
木
場
町
自
治
会
）、
大

石 

眞
三
髙
（
天
神
町
町
道
自
治
会
）、
大
島 

隆
（
東

出
雲
自
治
会
）、
小
田 

篤
志
（
マ
リ
ン
ヒ
ル
三
京
自

治
会
）、
久
保 

右
馬
次
（
大
浦
町
１
丁
目
自
治
会
）、

黒
田 

唯
介
（
小
浦
市
営
住
宅
自
治
会
）、
小
崎 

修

三
（
高
平
町
上
自
治
会
）、
小
嶺 

重
徳
（
館
内
町
西

部
自
治
会
）、
小
村 

冨
士
子
（
三
原
市
営
ア
パ
ー
ト

自
治
会
）、
近
藤 

秀
美
（
池
島
町
港
自
治
会
）、
坂

巻 

毅
治
（
伊
勢
町
自
治
会
）、
佐
々
木 

寛
明
（
富

士
自
治
会
）、
佐
藤 

フ
ミ
カ
（
宿
町
大
曲
自
治
会
）、

澁
谷 

翠
（
片
淵
２
丁
目
西
部
自
治
会
）、
下
野 

富

治
（
中
園
自
治
会
）、
田
上 

輝
昭
（
若
竹
町
旭
ヶ
丘

自
治
会
）、
竹
本 

久
一
（
神
浦
上
大
中
尾
町
大
中
尾

２
自
治
会
）、
田
中 

久
美
子
（
西
浜
地
区
自
治
会
）、

田
平 

年
光
（
小
ヶ
倉
町
１
丁
目
中
自
治
会
）、
多
良 

勝
敏
（
川
上
町
下
の
区
自
治
会
）、
中
村 

眞
砂
（
岡

上
自
治
会
）、
林
田 

邦
彦
（
古
町
自
治
会
）、
福
永 

清
松
（
六
軒
自
治
会
）、
松
尾 

保
（
光
町
地
区
自
治

会
）、宮
田 

泰
豪（
横
尾
南
部
自
治
会
）、毛
利 

昭（
小

川
町
自
治
会
）、
森
本 

武
（
赤
迫
３
丁
目
北
部
自
治

会
）、
山
口 

秋
男
（
三
原
町
中
央
自
治
会
）、
山
下 

悟
（
福
田
本
町
親
和
自
治
会
）、
山
下 

好
夫
（
神
浦

道
徳
町
自
治
会
）、吉
田 

英
穗（
東
町
侍
石
自
治
会
）、

吉
原 

日
出
雄
（
下
向
自
治
会
）、
淀 

徳
実
（
淀
マ

ン
シ
ョ
ン
自
治
会
）

■
5
年
在
職
（
62
人
）　
阿
野 

朋
弘
（
ウ
ッ
デ
ィ
ヒ

ル
矢
上
自
治
会
）、
荒
川 

剛
（
恵
美
須
町
自
治
会
）、

池
松 

紀
子
（
錦
町
郡
岳
自
治
会
）、
井
上 

秀
人
（
片

淵
１
丁
目
東
部
自
治
会
）、
岩
崎 

幹
男
（
桜
谷
第

一
自
治
会
）、
岩
永 

隆
（
南
川
自
治
会
）、
植
田 

正

和
（
手
熊
町
自
治
会
）、
内
田 

隆
（
柿
泊
団
地
自
治

会
）、
内
野 
正
人
（
上
目
覚
町
自
治
会
）、
岡 

忠
義

（
岩
屋
町
上
自
治
会
）、奥
村 

繁
秋
（
松
尾
自
治
会
）、

亀
山 

忠
（
御
船
蔵
町
中
自
治
会
）、
唐
島 

清
德
（
鍛

冶
屋
通
り
町
内
会
）、
川
原 
精
二
（
矢
の
平
４
丁
目

自
治
会
）、
木
原 

茂
男
（
光
風
台
第
１
自
治
会
）、

木
村 

允
一
（
戸
町
４
丁
目
自
治
会
）、
小
庵 

良
樹

（
ク
イ
ー
ン
パ
レ
ス
自
治
会
）、
紅
露 
孝
也
（
滑
石

ト
ン
ネ
ル
西
口
自
治
会
）、
小
坂 

享
嗣
（
桜
町
自
治

会
）、
小
西 

伸
一
（
第
１
相
生
町
自
治
会
）、
榊
原 

範
子
（
昭
和
町
自
治
会
）、
坂
田 

慎
司
（
稲
佐
町
本

二
自
治
会
）、
笹
山 

英
二
（
南
町
自
治
会
）、
里 

彌

七
（
岩
屋
第
一
団
地
自
治
会
）、
佐
藤 

虓
治
（
中
町

自
治
会
）、
柴
田 

聖
（
虹
が
丘
自
治
会
）、
城
野 

一

生
（
上
戸
町
上
ノ
区
自
治
会
）、
杉
本 

雅
親
（
西
町

長
峰
自
治
会
）、
宅
島 

正
孝
（
泉
町
中
央
自
治
会
）、

多
々
良 

精
比
古
（
岡
上
第
１
自
治
会
）、
谷
川 

昭

夫
（
三
重
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
）、
谷
口 

忠
雄

（
金
水
自
治
会
）、谷
下 

秀
行
（
本
町
地
区
自
治
会
）、

筒
井 

正
興
（
小
江
原
地
区
自
治
会
連
合
会
）、
鳥
山 

洋
治
（
愛
宕
１
丁
目
山
手
自
治
会
）、
中
尾 

清
治

（
油
木
町
中
央
自
治
会
）、
中
尾 

圭
一
（
金
屋
町
自

治
会
）、
長
野 

仁
（
扇
町
住
宅
自
治
会
）、
永
野 

洋

（
小
瀬
戸
町
東
区
自
治
会
）、
南
部 

博
（
五
島
町
自

治
会
）、
野
口 

哲
男
（
油
屋
町
自
治
会
）、
野
中 

信

行
（
滑
石
市
営
住
宅
Ｆ
棟
自
治
会
）、濱
﨑 

誠
次
（
緑

町
自
治
会
）、
早
田 

徹
（
野
母
崎
樺
島
連
合
自
治

会
）、
藤
田 

常
人
（
稲
佐
本
一
自
治
会
）、
松
浦 

公

博
（
長
野
自
治
会
）、
松
尾 

求
（
網
場
町
中
組
自
治

会
）、松
下 

清（
紺
屋
通
り
自
治
会
）、松
島 

孝
造（
ダ

イ
ヤ
ラ
ン
ド
第
三
自
治
会
）、
松
田 

圭
治
（
女
の
都

親
和
自
治
会
）、
丸
尾 

武
夫
（
西
海
地
区
自
治
会
）、

溝
浦 

律
子
（
石
神
町
河
内
台
自
治
会
）、
溝
口 

輝

雄
（
東
望
の
浜
自
治
会
）、宮
田 

一
博
（
琴
海
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
１
区
自
治
会
）、
本
村 

龍
太
郎
（
三
原
３
丁

目
光
仁
会
自
治
会
）、
森
尾 

宣
紀
（
岡
町
地
区
自
治

会
）、山
口 

明（
鶴
の
尾
町
自
治
会
）、山
口 

正
和（
八

景
町
自
治
会
）、
山
﨑 

俊
郎
（
橋
口
自
治
会
）、
山

中 

千
右
衛
門（
新
上
高
尾
自
治
会
）、横
田 

庄
平（
伊

良
林
１
丁
目
自
治
会
）、吉
岡 

勝
利
（
江
浜
自
治
会
）

長年の自治会活動に感謝 特　

集

市　

政

長
崎
市
民

ご
意
見・

プ
レ
ゼ
ン
ト

生
活
情
報

健　

康

福　

祉

子
育
て

講
演・講
座

も
よ
お
し

お
し
ら
せ

特　

集

市　

政

長
崎
市
民

ご
意
見・

プ
レ
ゼ
ン
ト

生
活
情
報

健　

康

福　

祉

子
育
て

も
よ
お
し

お
し
ら
せ

募　

集

募　

集

講
演・講
座
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